
保護者等からの児童発達支援事業所評価
の集計結果(公表)
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子どもの活動等のスペースが十分に確保さ

れている

職員の配置数や専門性 |よ適切である

生活空間は.本人にわかりやすい1■造化さ

れた環境に′
`つ
ている.また.障害の'.性に

んじ.輌業所の設備等は.バリアフリー化や

情報伝達等への配●が適切になされている

生活空間は.清潔で.心地よく過ごせ

になっている.また.子ども連の活動|
る環境
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子どもと保:i者のニーズや課題が客観伽 =
分析された上でJ蓋発達支援計画が作成
されている

児菫発達文授計画には』 童発達支援ガイ

ドラインの明 童発達束候の提

'|す

べき支

援」の「発菫支援〈本人支援及び移行支

援),.r家族支援」.「地域東観」で示す支援

内客から子どもの末援に必要な項目が適切

に選択され.その上で.具体的な支援内容

が設定されている

児童発連支援計画に沿つた支鍛が行われ

ている

港勁プログラムが固定化しないよう工夫され

ている

保育所や認定ことも国慟 稚回等との交流

ゃ.障害のない子どもと活動する機会があ

る
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れた

保誠者に対して家族支援プログラム(ペアレ

ント・トレー=ング″等)が行ゎれ
ている12

日頃から子ともの状況を保機者と伝え合

い.子どもの健康ゃ発達の漱λ 課題につ

いて共通理解ができているか

定期的に」 檜者に対して面談や.育児に

関す勘 言等の支援が行われている
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父母の会の活動の文操ゃ課 護者会等の

間催等により保護者同士の連携が支援され

ている

子どもや保護者からの相談や中入れについ

て.対応の体制が整備されているとともに .

子どもや保餞者に周11■え明され.相談や

申入れをした際に迅速かつ道切に対応され
ている

子どもや保雲薔との■思の疎通や情報伝達

のための配慮腋 れている
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定期的に会報やホーム
ページ等でお 勁報

要や行事予定漣 経体制等の情報や業務

に関する自己評価の結果を子どもや保:i者

に,,して発儀 れている

個人情,2の取扱いに十分注意されて
いる
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緊急時対応マニユアル.防犯マ

ニ
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ル.感

榮症対応マニ,アル等を策定しf饉 者に
周知・説明されている.また.発生を想定し

た訓繰′̀実施されている
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子どもは鳳所を楽しみにしている22

事業所の支援に満足している2`
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